
第2回
2 n d  M o t o s u m i y o s h i  M u s i c  F e s t i v a l

出演者募集
L o o k i n g  f o r  P e r f o r m e r s !
国籍・プロ・アマチュア問いません。

ジャンル不問。
和太鼓・大音量のドラム（ヘビーメタルやハードロックなど）は不可。

2020年4月10日(金)のリハーサルに参加可能な方。

元住吉、最大の音楽祭。
2020年4月11日（土）
川崎市国際交流センター・ホール
Moto s um i y o s h i ,  t h e  b i g g e s t  m u s i c  f e s t i v a l .

A p r i l  1 1 ,  2 0 2 0  ( S a t )
K awa s a k i  I n t e r n a t i o n a l  C e n t e r  /  H a l l

主　　催： 音楽好きな友の会／MMF実行委員会／motton club
特別後援： （公財）川崎市国際交流協会
後　　援： 音楽のまち・かわさき推進協議会
　　　  （公財）川崎市生涯学習財団
　　　  （公財）かわさき市民活動センター
　　　  （公財）現代人形劇センター／人形劇団ひとみ座
　　　   （株）タウンニュース社
　　　  かわさきFM（79.1MHz）

★募集
締め切

り★
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年
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1日

参加希望者は、MMF公式ウェブサイトへ→
運営ボランティアスタッフ同時募集

mottonclub.com

NAGASE
SUSUMU
●表紙：長瀬晋（ながせ すすむ）「ブルースロックピン芸人」。弾き
語りとは思えない高度な楽器演奏と低音ボイスを駆使した弾き
語りは一見の価値あり。ロック、ブルースを軸に様々なジャンルを
混ぜたスタイルがギター雑誌、その他メディアで称賛される。オー
ストラリアのMATON「メイトン」ギター使用アーティストとしてサ
イトに掲載。ギターデュオ「ナガタク」で2枚のインストゥルメンタル
アルバムを発表。2017年ソロミニアルバム「Guitar Vagabond 
EP」を発表し本格的にソロ活動も開始。現在演奏活動の他、元住
吉の音楽教室ソウリーヴ・ミュージックスクール代表も務める。

Friends who l ike the music of Motosumiyoshi

12 月号
December

2019

音友レコード倶楽部
12月 1日（日）13：30～
元住吉駅側「音友ハウス」
Light Musc
軽音楽ファンの集い

ランチタイム
ロビーコンサート
後藤いちご～歌とギターの調べ～

12月24日（火）12：10～
川崎市生涯学習プラザ・ロビー

音友レコード倶楽部
12月15日（日）13：30～
元住吉駅側「音友ハウス」
Jazz Dete
ジャズファンの集い

音友レコード倶楽部
12月 1日（日）13：30～
元住吉駅側「音友ハウス」
Light Musc
軽音楽ファンの集い

ランチタイム
ロビーコンサート
後藤いちご～歌とギターの調べ～

12月24日（火）12：10～
川崎市生涯学習プラザ・ロビー

音友レコード倶楽部
12月15日（日）13：30～
元住吉駅側「音友ハウス」
Jazz Dete
ジャズファンの集い
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中面に募集要項

[内　容]
古渡智江先生によるコンサー
トと、生涯学習プラザの歌の
教室受講生による合唱です。
クリスマス気分をお楽しみく
ださい。

●お問い合わせ
（公財）川崎市生涯学習財団
総務室企画情報係
ロビーコンサート担当
TEL 044-733-5811
E-mail:concert@kpal.or.jp
川崎市中原区今井南町28-41

川崎市生涯学習プラザ  １階ロビー音楽の旅は続く連載03 ジャズボーカリスト

星乃けい

※「非通知設定」には対応不可。

「音友会」の活動拠点は「音友ハウス」です。
元住吉駅 西口徒歩1分、
フルーツショップ「フルッチョ」2Ｆ。
中原区木月1-35-1 フルッチョビル2F
●レコード倶楽部、コンサートの問い合わせ

　私の高校時代は日本が高度経済
成長の真っ只中で、故郷の八幡は北
九州工業地帯と呼ばれてたいへん
活気がありました。とはいえ海外旅
行に行ったり、シャネルやエルメス
持ってる人なんて稀で、一様に昭和
の慎ましい生活でした。ただ音楽
シーンだけは早熟で、コンサートと
聞けば大人も子供もこぞって出か
けて行きました。タダ券をもらって
アートブレイキー（ジャズの大御所ド
ラマー）を聴いたのもこの頃です
が、残念ながら当時の私はジャズに
はまったく興味が無く、延々と続くわ
けのわからない演奏が退屈でした。
でも、そのインパクトだけは今でも
忘れられないな～。ジャズ？…おっ！
今回は12月号！ちょっと脱線します
がクリスマスならジャズシンガーの
Nat King Co leの名唱「The 
Christmas Song」をぜひ聴いて
みてください。美しいメロディと古き
良きアメリカの暖かい家庭を描いた
心温まる歌です。
　さて話を戻しましょう、シンガーソ
ングライターだったその頃の私は井
上陽水さん（アンドレカンドレ）がトリ
をやったコンサートや、大物さんの
前座で唄ったりしていました。ある
時、アリスの前座をやった後、そのま

ま舞台袖でステージを見ました。谷
村さんの歌やお喋りは本当に素晴
らかった！凄く勉強になった。しかし
帰る道すがら今日１番好きだった曲
は何かなって考えてみたら、谷村さ
んでも堀内孝雄でもなく、もう一人
のアリス矢沢透、きんちゃんのバ
ラードだったのです。ぜんぜんヒット
した曲じゃないし、お喋りも今一つ
のきんちゃんが好きっていう自分が
すごく不思議でした。実は、それが
自分の事を考える第一歩になりまし
た。きんちゃんだけが持っている独
特の持ち味が好きだったのです。で
は、私の持ち味って何？それからは
自分の持ち味探しのために「喋り」
の台本を書いては失敗の連続。そし
て喋りは諦めた。ウケ狙いの曲も書
いたけど、まったくウケないのでや
めた。そのうち何だか混乱しちゃっ
て、結局私は自然体でいるしかな
かった。一人一人に必ず持ち味があ
る…でも無理しちゃダメ、いつか私
にもきっと解る時が来るさ～と呑気
に構えることにした。      その頃、九
州のテレビ局から私をメインに週１
の番組を制作すると連絡がきたの
で、もちろん！お願いしまーす！嬉し
かったな～。第1回目の収録、緊張で
何も覚えてないけど、土曜日の17

時のゴールデンタイムにオンエアー
されました。しかし残念ながらこの1
回で私は辞めることになりました。
学校の先生が番組を観てたからで
す。私が通うのは私立の女子校で厳
格な校則がありました。ジーンズは
ダメ、長い髪は三つ編み、ましてやギ
ター抱えてテレビで唄うシンガーソ
ングライターなんて言語道断だった
のです。「人前で歌う時はキチンと
制服を着て讃美歌を唄いなさい」と
お叱りをうけました。そういう学校を
選んで入学したのですから、ごもっ
とも。楽しかった九州でのコンサート
生活はこれでおしまいとなりました。
わかってます、高校を中退するなん
てもってのほかでしたから。でも心
がね、悶々とした日々でした。でもそ
の悶々も直ぐに晴れる時がやってき
ます。第8回ポプコン出場のお誘い
がヤマハ九州支店から来たのです。
わーい！応募したい～。懲りない私で
す。（つづく）

第83回 ランチタイム・ロビーコンサート
どなたでも気軽に音楽を楽しめるアットホームなコンサート
日時：12月24日（火）
12:00開場／12:10開演／12：40終演予定
料金：無料
[出　演]
古渡智江先生と
「楽らく歌の教室」の
皆さん

[曲目]
・クリスマスソング・メドレー
・今日の日はさようなら
・世界は二人のために
・てんとう虫のサンバ
・気球に乗ってどこまでも
・第九より　喜びの歌
他 

2005年12月14日、ジャズシンガーとして待望の
リーダーアルバム｢NEARNESS OF YOU/星乃けい｣、
2006年12月20日｢IN A SENTIMENTAL MOOD/
星乃けい｣をリリース。ジャズファン、ジャズメン、オーデ
ィオファンから高く評価支持される

Kei Hoshino

私の持ち味って何？

①参加対象：国籍・プロ・アマチュア不問。ジャンル不問。た
だし和太鼓・大音量のドラム（ヘビーメタルやハードロック
など）はホールの環境上不可。2020年4月10日(金)のリ
ハーサルに参加可能な方。
②演奏時間：25分 （転換別）
③参加費：1名につき1000円。グループ・団体の場合も1
名1000円です。（参加費は2020年初旬に行う参加者説
明会で支払い願います。参加費の返金は出来ません。ま
た、その他の参加に関する諸費用交通費、運搬費、食事な
ど）は各参加者の負担となります。）
④応募方法：郵送またはメールで両者とも、氏名、団体名、
電話、住所などと演奏内容がわかる音源（ M P 3や
YouTubeなどのリンクでも構いません）と、プロフィール、
活動内容、Webサイト、SNSのリンクがあれば記入のうえ

下記郵送先、またはメールはmottonclub.comのTOP
フォームより応募してください。
●郵送先：〒211-0025 川崎市中原区木月1-32-303 
RK-F MOTTON CLUB内　元住吉ミュージックフェスティバル
実行委員会事務局
●一般お問合せ：info＠mottonclub.com
⑤参加者決定：実行委員会で選考の上、応募者多数の場
合は抽選により決定。2020年1月31日(金)までに通知致
します。
※未成年の方は、夜遅い時間の活動を制限させていただ
きます。また、保護者の同意が必要となります。
※個人情報は当実行委員会で厳重に管理し、主催する音
楽好きな友の会／MottonClub開催の事業活動以外の目
的には一切使用しません。

第2回 元住吉ミュージック・フェスティバル
★募集〆切：2019年12月31日（火）

2020年4月11日（土）
第2回 元住吉ミュージック・フェスティバル
いよいよ12月末が応募の〆切です！
出演者はもとより、一緒に音楽祭の運営をお手伝いしていただける
ボランティア・スタッフを募集しています。音楽好きなら年齢も問いません。

できる仕事をお手伝いください。
・チラシの配布
・当日の受付
・当日のスタッフと出演者の連絡
・当日のスタッフのアシスト
などなど・・・

出演者募集。いよいよ、〆切迫る。

募集要項



　元住吉駅のオズ商店街とブレーメン
商店街では秋のお祭りシーズン真った
だ中、 お囃子の賑わいで沢山の人が繰
り出していました。そんな中、本日のDJ
タイムはAOR名盤の１枚に挙げられて
いるステファン・ビショップ の２枚目
「Bish」（写真①）のレコードを全曲聴き
ました。 自らのプロデュースで 自分の
愛称(Bish)をタイトルにしたこのアルバ
ムはデイヴィッド・フォスター、マーティ・
ペイチを始め多くのビッグ・アーティスト
が参加しています。 ステファン・ビショッ
プは女性ボーカルのリア・カンケル
（ジェームス・テイラーのバック・バンド
に参加の名ドラマー、ラス・カンケルの
奥様）の紹介でアート・ガーファンクル
に楽曲を提供しその後彼のツアーに参
加してアルバムデビューに至ったそう
です。 １曲目の“If I Only Had A 
Brain”（ミュージカル『オズの魔法使
い』の挿入歌でここではレイ・ブラウン

がベースで参加）、５曲目の“Guitar 
Interlude”、８曲目前半の“Prelude”な
どのインスト曲がステファン・ビショップ
のソフトなボーカル曲の合間合間に 散
りばめられており、まさに映画の劇中音
楽の様なトータルサウンドとなっていま
す。 特に印象に残った曲は４曲目のアッ
プ・テンポな曲で“Everybody Needs 
Love”でこの曲はシングル・ヒットし、全
米３２位まで上がった様です。 また、ア
ルバム・ジャケットも映画のパンフレット
の様な素敵なデザインとなっており、
ジャケットに写っている美しい女性は "
サラ" というモデルで、ステファン自身
が４０人の中から選んだそうです。
　持ち寄りタイムではゆったりした持ち
味のサックス奏者ベン・ウエブスターの
「Big Ben Time!」（写真②）よりデユー
ク・エリントンの名曲“Solitude”、英国
のジョージ・メラクリーノ率いるザ・メラ
クリーノ・ストリングスの「More Music 

For Relaxat ion」（写真③）より
“Mam'selle”、デンマークの美人女性
歌手 シーネ・エイの「Remembering 
You」（写真④）より“Talking To 
Myself”、メグ・ファミリーのかとうあす
かによるピアノ・トリオ「Sunday 
Morning」（写真⑤）より ミッシェル・ポ
ルナレフの名曲“Love Me, Please 
Love Me”、懐かしい所では井上堯之
バンドが演奏しているTVドラマ「太陽に
ほえろ!サントラ盤～ベスト」 より“メイン
テーマ/青春のテーマ”などを鑑賞。 ま
たジャズの長老がスキップ・マーティン
Orch.を、最後に音友会代表が持参し
たレコードの選曲を40年間多種多様に
聴いていると言う参加者の方にお願い
しアンドレ・コステラネッツ、デビッド・
キャロルなどのムード音楽（現、イー
ジー・リスニングなどの呼称） レコード
の中からリクエストをして貰うというハ
プニングもあり、大変楽しい一日を過ご
させてもらいました。
               （フレドリック・ジョーンズ記）

　今夜はラグビー・ワールド・カップ日
本戦（因縁の相手強豪南アフリカ）があ
るので心もそぞろながらのJazz Date
でしたが多数が参加されました。 今回
の特集は軽音楽も含め、今後３回に分
けて特集を組むクインシー・ジョーンズ
の第１回目です。 今日は彼が初めて自
己編成したビッグ・バンドを中心に主な
アルバム６枚（「私の考えるジャズ」～
「ザ・クインテッセンス」（写真①））より
ピックアップして聴いていただきまし
た。 元々彼はトランペッターを目指し、
当時、カウント・ベーシー楽団にいた大
御所であるクラーク・テリーに師事した
との事です。 ライオネル・ハンプトン楽
団、デイジー・ガレスビー楽団に在籍
し、次第に才覚を現し、アレンジャー、音
楽監督の役目をも任される様になりま
した。 また、大変人柄が良かった為、常
に周りには彼を慕う多くのミュージシャ

ンが集り、彼も彼で適材適所に役目を
与えていた様です。 古くはトランペッ
ター仲間のクリフォード・ブラウン、アー
ト・ファーマー、亡くなるまで常に行動を
共にしたテナー・サックスのジェロー
ム・リチャードソンやアルト・サックスの
フイル・ウッズなども音楽人生の中で
長い付き合いでした。 また、自己編成し
たクインシー・ジョーンズ楽団は当時の
最も優れた人材が集り、カウント・ベー
シー楽団に匹敵するのではないかと思
われ、ベイシー自身も冗談で俺のバン
ドを潰さないでほしいと言っていたぐら
いです。 続いて持ち寄りタイムではク
インシー・ジョーンズ関連の曲が２曲紹
介されました。 １曲目はクインシーが昔
アレンジャーとして参加したカウント・
ベーシー楽団のアルバム「ワンモアタ
イム」中の“ジェシカズ・デイ（バースデ
イ）"をマイク・ルドンが自己のセクス

テットで取り上げた演奏（写真②）、 ２
曲目はクインシーが以前、在籍してい
たライオネル・ハンプトン楽団の朋友
アート・ファーマー、ジジ・グライスの
「When Farmer Met Gryce」（写真
③）より“ソーシャル・コール”です。 ２曲
共、大変聴きごたえのある演奏でした。 
また、年配の方々は最近ジャズ一辺倒
ではなく、ジャンルにとらわれる事なく
タンゴ、ラテン、カントリーなどにも関心
がある様です。 トリオ・ロス・パンチョス
をバックにイーディ・ゴーメがラテンの
曲を歌う「Conta En Espanol」（写真
④）より“クワンド・ヴェルヴァ・ア・トゥ・
ラド”、 “ラ・ウルティマ・ノーチェ”、 カン
トリーの大御所ウイリー・ネルソンの
「Without A Song（国内盤タイトル
「枯葉」）」（写真⑤）より“ハーバーライ
ト”などを選曲していただき、心和む時
間を過ごさせていただきました。 
                （フレドリック・ジョーンズ）

ソウリーヴ・ミュージック・スクール
SouleaveMusic School

http://souleave-music.com/
元住吉駅徒歩3分、武蔵小杉駅徒歩13分
チケット制 音楽教室 Tel 044-750-8992
AM8:00／PM22:00start

松波陽介私とジャズ連載39 長谷部　徹４ビートに首ったけ連載36

牧野 くみ「くじら座」日記連載39

2019年10月音友会の報告

12月の「軽音楽」ファンの集い

12月1日（日）13：30～
音友ハウス

12月の「ジャズ」ファンの集い

12月15日（日）13：30～
音友ハウス

　新しいCDができました！！！お魚大好
き・水産系シンガーソングライターを名
乗っている私牧野くみが今回のテーマ
に掲げたのは鮭。鮭にちなんだ楽曲ば
かりを3曲収録した「あの川を目指し
て」が無事に完成しました。
　CDってミュージシャンじゃないと
作っちゃだめなのかな？レコーディング
スタジオってミュージシャンじゃないと
入っちゃいけないのかな？っていうささ
やかな疑問がずっとあって。今回はい
つもお世話になっているメンバーはも
ちろんのこと、ファンの方や「全日本
サーモン協会」というサーモン好きが
集まる団体に協力を募り、コーラスや
イラスト・写真提供で協力して頂き、み
んなの力で完成した1枚です。
　これまで接点がなかった世界をつな
げたいという思いが漠然とずっとあっ
たので、今回の作品で具現化してみる

ことにしました。我ながら素晴らしいア
イディアだと思ったのですが、たくさん
の人が関われば関わる程まとめるのが
大変で、納期がある上で人の上に立っ
たり采配をするという責任と自分の
キャパを痛感しました。好きなことやや
りがいのあることは高いモチベーショ
ンを維持できると自分で過信していた
けれど、色々と重なるとそうでもないこ
とがわかりました。ある意味自分と向き
合えた期間であり、必要な経験だった
のだと思います。
　でもやっぱり人が集まったらそれなり
に壮大なものができて楽しいな。懲り
ずにまたやりたいな。最新作「あの川を
目指して」は各ライブでの販売の他音
友ハウスにも置いておりますので、たく
さんの方にお手に取って頂けると嬉し
いです。

　お世話になっております。
　今月もまたギターを始めたばかりの
方にお勧めなギター小ネタをソウリー
ヴ・ミュージック・スクール永瀬がお送
りいたします。
　今回は音楽における「ジャンル」分け
についてギター目線で少し解説してみ
たいと思います。

　一般的に「ジャンル」とい
いますと、ポップス、ロック、
ジャズなど全く違う印象のあ

る曲調を分類する為に使うことが多い
と思いますが、この「ジャンルの違い」
実際はメロディーは関係なく、伴奏のリ
ズムだけだったりします。
　というわけで今回も譜例です。
　この譜例ではわかりやすく同じコード
進行、和音を使って、リズムだけその

「ジャンル」っぽい雰囲気にしてあります。
　リズムが変わるだけでかなり印象が
変わりますね。
　こういったアイデアが「アレンジ」と
いう手法に使われています。
　同じ曲なのに全然違う曲に聞こえる
等、結構使えると思います。
　これを機会にぜひいろいろなリズム
に挑戦してみてくださいませ。
　ではまた次回！

　最近、というわけではないですが『サ
ブカル』みたいな形で表現されている
サブカルチャーですが、言葉の意味的
に何だかおかしくないか？ということに
気づいたのです。細かいことと言われ
てしまえばそれまでですが、「サブ」とい
うことは「メイン」があって初めて成り
立つものであって、あくまで「メイン」の
「サブ」ではないかと考えます。カル
チャー、いわば文化、いや最近ではもは
やあらゆるものを「カルチャー」と呼ん
でしまうような、何だかルツボ的な世の
中になってきているような気がします
が（自分が初めてルツボ、という言葉を
知ったのは中学校の教科書で『アメリ
カは人種のルツボだ！』みたいな書き方
してあって、幼心にこの表現ってギリア
ウトなんじゃない？みたいな事を考えて
いました。（笑））いろんなジャンルでも
そうだしジャズ（今回は日本のジャズ限
定で）でもそんな差別化がありました
ね、いわゆるアンダーグラウンドと言わ
れるような、中央線沿線のジャズ喫茶
が発信地となって繁栄していったよう
なもの。自分のイメージでは、アンダー

グラウンドと言ったら少し怖いような、
何だか夜みたいな、地下のような（翻訳
しただけ（笑））何となく暗くって湿っぽ
いイメージです。そうしたら、今話題に
しているサブカルってそんなイメージ
あるか、っていうと何となくそんな感じ
しないんですよ。なんかもっと違う意味
で暗くて（というのは排他的、という事）
すごく輪が狭くて、みたいな感じです。
要するに、言葉に騙されすぎるな！とい
う事を考えていたというところで。
＜ジョーカー＞映画ってポップカル
チャーなんだか、サブカルチャーなんだ
かわからないところなのですが、最近
話題の『ジョーカー』を観てきました。何
というか非常に暗い、後味もあまりよろ
しくないけれど、色々と考えさせられる
ような映画でした。内容、所感とうは
様々な媒体で見ることはできると思う
のでここでは音楽について。（音楽誌
なので）舞台設定は1981年で、何とな
く世の中も明るいような雰囲気で描か
れていました。今回の映画のメイン
テーマ的なものにチャールズ・チャップ
リンの作品で『Smile』が取り上げられ

ている。他にもフランク・シナトラやジ
ミー・デュランテ、エッタ・ジェームスな
どの楽曲が使われていて、俗にいう”
古き良き時代”感を醸し出している。が
しかし、ここまで皮肉めいた感じでこれ
らの曲を使うのは‥何というか衝撃的
というべきか、そのような戦略という
か。ご興味がある方、または私の駄文で
興味を持ってしまった、というかた、ぜ
ひ劇場に足を運んでみられては、と思
います。ちなみにもっと書こうと思って
いたことは、この『ジョーカー』という映
画はもしかしたら日本人には、本当の
意味ではあまり響かないのではないか
‥？ということでした。そのお話はまた
次回、機会があればというところで。 

クインシー・ジョーンズは１人３役？

AORの名盤「Bish」はトータルサウンドが魅力

ポップカルチャーとサブカルチャー

　「ブルーノート・レコードだけは特別
だ！」ハードバップ好きな私はずっとそう
信じているのですが、皆さんもそう思
いますよね？もともと偏見に満ちたコラ
ムですので、まぁ、今回はそう言うこと
で話を進めさせていただきます（笑）。
先日、例によってシニア割で『ブルー
ノート・レコードジャズを超えて』と言う
映画を観てきました。生誕80周年を記
念して作られたそうです。ブルーノー
ト・レコードは1950年代のハードバッ
プだけではなく、今でも創設者アルフ
レッド・ライオンの意思を引き継ぎ、
日々、進化し続けて新しい音楽を生み
出しているのを知り、とても嬉しく思い
ました。
　50年代のブルーノートは、“これは！”
と言うミュージシャンを見つけると、売
り上げなどは二の次にして、余計な口
出しはせず、そのミュージシャンの主体
性に任せ、好きなように演奏させたそ
うです。そのような中からセロニアス・
モンク、バド・パウエルなどが世に出て
きました。また、リハーサルの時間にも
報酬を出したらしい。まだまだ黒人達の
立場が厳しい時代に、とても異例な事
だったのではないでしょうか？ナチス・
ドイツを逃れて移住してきたユダヤ人
であるアルフレッド・ライオンと、激しい

差別に苦しんでいたアフリカ系アメリ
カ人のアーティスト達との間に強い結
びつきがあったのかもしれませんね。
　結局、ライオンは1966年に会社を
大手のリバティに譲り、翌年には表舞
台から去ってしまうのですが、彼の志は
受け継がれ、今日まで80年間生き続け
ている。素晴らしいですね。今回はそん
な中から各時代で話題になった3枚を
ご紹介したいと思います。
　まず1枚目は、1958年3月録音、
キャノンボール・アダレー「SOMETH-
IN’ ELSE」（写真①）。事実上、マイル
ス・デイヴィスのアルバムと言われて
いるだけあって、1曲目“Autumn 
Leaves”でのミュート・プレイは悲し
く、儚く、綺麗ですね。とは言え、キャノ
ンボール・アダレー(as)のソロも負けて
はいない。アルトの音は綺麗だし、イマ
ジネーションに満ち溢れていて大好き
です。2曲目“Love For Sale”はラテ
ン調のリズムでアート・ブレイキー(ds)
が楽し気です。後半も魅力的な演奏が
続くのでお勧めですが、超名盤なので、
わざわざ私が勧めるまでもないですよ
ね（笑）。
　2枚目は1960年代の大ヒットアル
バム、リー・モーガンの「ザ・サイドワイ
ンダー」（写真②）。ハードバップ全盛の
50年代の空気も薄れ、新主流派とか
モードジャズとかジャズが変わりつつ
ある時に生まれたスタイルのひとつが
これ、”ジャズ・ロック”です。ただ、この
大ヒットの影響で会社が経営危機を迎
えてしまうんですね。弱小企業がヒット
商品を生むと財政が追い付かなくなる
のは今も昔も同じようです。皮肉なもの
です。タイトル曲は8ビートで、今聴いて
も超カッコ良い。熱く燃え上がる事無
く、最後まで同じリズムパターンをクー
ルにクールにキープしているところが

お気に入りです。
　一時中断されていた活動を再開し
たのは1984年。それからのブルーノー
トはヒップホップからナチュラリズムま
で、ジャズを中心に据えながらも幅と奥
行きをもったレーベルへと発展し今に
至っています。３枚目は2000年代を迎
え、大ヒットしたアルバム、ノラ・ジョー
ンズの「CAME AWAY WITH ME」
（写真③）。例えばアデルが圧倒的な歌
唱力と存在感で、聴く者を自分の世界
に引き込むのとは対照的に、ノラ・
ジョーンズはふと気づいたら、傍に寄り
添ってくれていたような、親密で控えめ
なボーカルです。おすすめはもちろん1
曲目“Don’t Know Why”。この歌を
録音したのは彼女がわずか22歳の時
です。驚きですね。ある種の人は経験を
積んで何かを手に入れるのではなく
て、それを持って生まれてくるのです
ね。彼女の穏やかな歌声を聴いている
とつくづくそう思いました。
　たった1500文字でブルーノートの
魅力と歴史をお伝えするのは難しい
（汗）。最後に新社長ドン・ウォズの言葉
をご紹介して終わりにしますね。『彼ら
の野心的なビジョンを追求する自由を
保証すること、そして彼らの邪魔をしな
いようにすることが大切なんだ。』、そう
そう、これがブルーノートですよ！

▲①Bish/
　　Stephen Bishop

▲②Big Ben Time/
　　Ben Webster

▲③More Music ForRea
-xation/The Melachrino
Strings And Orchestra

▲④Remembering You/
　　Sinne Eeg

▲⑤Sunday Morning/
　　かとうあすか

▲①The Quintessence/
Quincy Jones And His
Orch.

▲②Soulmates/
Mike LeDonne

▲③When Farmer Met
Gryce/Art Farmer &
Gigi Gryce

▲④Sabor A Mi By
Eydie Gorm

▲⑤Without A Song/
Willie Nelson

ジャズファンの集い

ブルーノート、80年の歴史を振り返って

レコーディング

クリスマスの今月は、クリスマスに関わりのある曲を参加者中心
に、イブの想い出の曲、ホワイトクリスマスで聴いた曲、皆に聴いて
もらいたいクリスマス・ソングなど普段あまり聞かれない曲たちを
持ち寄って「ゆっくり、じっくり鑑賞」です。

Addicted to Guitar-19　Course 永瀬 晋

アドリブネタ(ブルース)その2

▲①Somethin' Else/
Cannonball Adderley

▲③Come Away With Me/
Norah Jones

▲②The Sidewinder/Lee Morgan

https://mottonclub.com/ 

地域の、全国のミュージシャンそして
音楽活動に関わるあらゆる人をネットワークしたい。
演奏の場を創り、ライブと楽曲の発信を
積極的に活動していくことが目的です。
元住吉から発信して行きます。アーチスト・メンバー募集中！！

3時間を参加の皆様のレコード、ＣＤ持ち寄りで楽しみます！
ご自慢のコレクションから、お宝、思い出の曲、心を癒してくれる曲、
私を虜にした1枚！、そしてクリスマスソングなどお待ちしています。

12月・クリスマスの                は 

 Light Music
軽音楽ファンの集い

Light Music
& Jazz Date

あの川を目指して　牧野くみ


